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熱戦が繰り広げられた北和会ソフ

トボール大会から早１か月半が経ち、

平成 26 年６月 28 日、いよいよ迎え

た２０１４年シーズン前半戦最終戦。

対戦相手は（株）商工組合中央金庫様。

対するロックフィールダーズは、結成

以来初となる本社（長野）のメンバー

のみでの戦いとなった。 

■試合開始前から・・・ 

さあ、試合当日の朝。気合い十分の

選手たちが続々とグラウンドに集結。

ソフトボールでキャッチボールをし

ながら試合の準備を始める。と、ここ

で緊急事態発生。な、な、な、なん

と！！集合時間の８時を過ぎてもな

かなか９人揃わない。当日、仕事で遅

れてしまう選手や、出られる予定だっ

たが急遽来られなくなってしまった

選手もいたため、最終的に揃ったのは

１０名。試合開始前からヒヤヒヤした

が、なんとか試合が出来る人数が揃っ

た。シートノックをし、いざ試合開始。 

■第１試合。白熱の乱打戦スタート！！ 

 

試合は(株)商工組合中央金庫様が先攻。ロックフィールダーズが後攻となった。さて、主審の上原監督の下、いよいよ

プレイボール。 

１回表、ロックフィールダーズは相手の１、２番を抑えたが、２死から連打を浴び、２死１、３塁とピンチを迎えてし

まう。ロックフィールダーズにとって、初回の守りで失点してしまうケースが多いため、この試合も初回に失点してしま

うのではないかと心配された。・・・が、ここで頼れるのがエース・高野選手(長野営業)。この日初めて誕生したキャッチ

ャーの小出選手(長野営業)との長野営業部バッテリーを組みながらも、次のバッターをセカンドゴロに抑え、初回を０点

に抑えた。 

この流れで勢いに乗ったロックフィールダーズは、２番の石巻選手(管理本部)がレフトへの２ベースを放つと、３番の

相澤選手(長野営業)、５番の西澤選手(長野工事)のタイムリーで２点を先制。２回に相手に１点を返されてしまうが、その

裏の攻撃では、高橋選手(長野工事)、小出選手、関選手(長野工事)のタイムリー等で一挙１０得点。打線が大爆発した。そ

の後、(株)商工組合中央金庫様も、カワイイ選手？が代打で登場し出塁する等、グラウンド内の雰囲気を和ませながらも、

小刻みに得点を重ねていった。ロックフィールダーズも、山本選手(長野工事)、堀内選手(長野工事)のタイムリーなどで３

回に２点、４回に５点と計１９点を奪った。また、代打で出場した八田マネージャー(管理本部)も、ボールを打ち返し、

全力疾走。見事出塁するなど、大いに盛り上がった。しかし最終回の７回表、ロックフィールダーズは吉川支店長様のヒ

ットを含め(株)商工組合中央金庫打線の猛攻に遭い、８点を失ってしまう。このまま逆転されてしまうのではと心配され

た。・・・が、エース・高野選手が粘り強いピッチングで最後のバッターをセンターフライに抑え、ゲームセット。なん

とか逃げ切った。 

○Ｐｉｃｋ Ｕｐ Ｐｌａｙｅｒ 

       

◆4安打５打点と大暴れ   ◆３安打猛打賞の活躍 

  ＲＦの大砲・西澤選手    ベテラン・小出選手 

     

◆４安打と猛アピール   ◆ルーキーながらもパンチ 

  １番・関選手       力抜群。堀内選手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

試合風景 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■親睦も兼ねてもう１試合。第２戦スタート 

時間の都合上、もう1試合出来ることになったため、岩野副社長に主審を務め

て頂き、３回までのルールで第2試合がスタートした。試合は、この日初出場と

なった上原監督(会場設備)のタイムリー、途中から出場し、ハッスルプレーでチ

ームを盛り上げてくれた義家選手(長野営業)の活躍等が光った。試合は引き分け

で試合終了となった。 

■戦いを終えて 

試合の勝ち負けはどうであれ、今回は、当社で応援にきて頂いた方にも代打で

出場していただく等、(株)商工組合中央金庫様も含め、グラウンドにいた選手全

員が楽しんでプレーをしていた。 

今回の試合を終え、特に普段なかなか試合に出場出来ない選手の活躍が目立っ

た。「俺だってこれだけ出来るんだぞ！！」と言わんばかりに。頼もしい限りで

ある。どうしても主力が松本の選手中心となってしまうロックフィールダーズに

とって、今回、長野の選手だけで試合が出来たことは、選手にとって良いアピー

ルの場となったはずである。今後、ロックフィールダーズは控えの選手も含め、

さらに強くなっていることでしょう。来年は北和会優勝を目指し、さらに選手層

の厚い、強いチームになってほしいと思います。 

 (株)商工組合中央金庫の吉川支店長様をはじめ、試合に参加して頂

いた選手の皆様には、今回試合をして頂き、大変感謝しております。

怪我無く、楽しく試合が出来ました。ありがとうございました。 

また今回は選手の人数が少なかったこともあり、応援して下さった

方々には、得点係、昼食会の準備などでサポートして頂き、選手は試

合だけに集中することが出来ました。 

これからも、ロックフィールダーズの応援、サポートを宜しくお願

いします。本当にありがとうございました。 

 

 

■恒例の食事会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆第２試合主審。当社岩野副社長 

  ナイスジャッジでした。 

 

◆ナイスバッティングでした。 

(株)商工組合中央金庫 吉川支店長様 

 

 

 

 

 

 

今回の練習試合にご協力頂きました！ 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

■日本生命 清住様 


